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て未だ解明すべき点が多く、②また迅速な診断法や治療法等の研究開発並びに③これら研究

開発を推進するための基盤的研究の推進や、④国内外の研究機関等の関係機関の連携・協力

体制の構築、⑤感染症が発生した場合の国民への情報提供の在り方（リスクコミュニケーシ

ョン）等についての研究を平素より行うことが求められる。 

   本事業は、新型インフルエンザに関する研究をはじめ、今後、国内で発生が危惧される感

染症、近い将来克服されると考えられていたが再興がみられる麻疹や結核、国内での発生は

少ないが国外から持ち込まれる可能性がある感染症等、幅広く国内外の感染症に関する研究

を推進させることにより、これら感染症から国民の健康を守るために必要な研究成果を得る

ことを目的とし、一般公募型及び若手育成型の研究を公募する。 

   この公募は、本来、平成22年度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研

究を開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従って、成立した予

算の額に応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。 

 

 ＜新規課題採択方針＞ 

   新型インフルエンザ等新興・再興感染症について、これらの国内への流入・まん延の防止、

感染症発生時の適切な対応のため、これらの感染症に対する病態解明、予防法、診断法、治

療等に資する研究、適切な行政対応の実施の基礎となる国内外の関係機関の連携協力、国民

への情報提供等に資する研究を行う（ただし、肝炎、ＨＩＶに関する研究を除く）。 

 

   研究費の規模：１課題当たり10,000 ～ 50,000千円程度（１年当たりの研究費） 

     ※ただし、「若手育成型」については、2,000 ～ 5,000千円程度 

 

   研究期間：１～３年 

 

   新規採択予定課題数：合計１７課題程度、うち「若手育成型」については合計５課題程度 

     ※各研究課題について原則として１課題を採択するが、採択を行わない又は複数の採択

をすることがある。 

 

   若手育成型の応募対象： 

    平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者）   

     ※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

     ※満年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

     ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算す

ることができる。 

 

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

 （ア）新型インフルエンザへの対応に関する研究分野  

    平成２１年に発生した新型インフルエンザH1N1及び今後発生が危惧される高病原性鳥イ

ンフルエンザH5N1由来の新型インフルエンザ等に適切に対応する体制を整備するために必

要なワクチン開発、ウイルスの解析、病原性の解明、公衆衛生対応、医療対応等に関する

研究を行う。 

 

① 新型インフルエンザに対する政策評価及び今後の対策に関する研究 

（２２１８０１０１） 

新型インフルエンザの罹患率や死亡率等、疫学的な情報について調査を行い、新型イン


